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お知 らせ・ お願 い

1。 受付で名札をお受け取りください。お帰りの際は受付に名札をご返却ください。

2。 受付には学会本部が出張しております。学会費未納の方はお納めください。

3。 研究発表者は、発表の2番前には、その部会の会場においでください。また申し込み時に

OHP、 スライ ド、パワーポイントの使用を申請された方は、発表する部会の始まる前に

(午前の部会なら開始前に、午後の部会なら昼休みに)会場係にお申し出ください。

4。 発表時に配布するレジュメ・資料が足りなくなることがあります。余裕をもつてご用意く

ださい。

5。 一般部会の発表は1人15分、質問時間は5分 となっております。発表時間の厳守をお願い

いたします (初鈴13分、二鈴15分、三鈴20分 )。

6。 研究発表のレジュメ (表紙・本文)は、部会責任者にお渡しください。その際の表紙は18

頁を切り離してご利用ください。印刷の能率化のため、本年度より、レジュメは通常の原

稿のほかに、フロッピーディスクでも提出していただくことになりました。諸注意につき

ましては、17頁をご覧ください。

7.喫煙は所定の場所以外ではご遠慮ください。

8。 駐車スペースが限られているため、車での来場はご遠慮ください。

9。 大会開催中、 6号館 (学生ホール)1階食堂 (13日 014日 昼食時のみ)、 2号館 2階でコン

ビニエンス 0ス トア “ローソン"(13日 ～15日 )が営業しております。

10.懇親会会場には定員がありますので、当日の申込みはお断りするばあいがございます。

受    付  9月 13日  8号館 (礼拝堂)入ロ
9月 14日・15日  3号館入ロ

会 員休 憩 室  3号 館 2階321号・322号
3号館 3階333号・334号

ク ロ ー ク  3号 館 1階311号

昼食引き渡 し  6号 館 (学生ホール)1階食堂

学会本部・大会実行委員会  3号 館 1階教員控室



日

学会賞選考委員会 ………………………………………

開 会 式 ……… … …… ……・…・… …

2号館 3階 …………………… …………

2号館 3階 ………………‥………… …

8号館 (礼拝堂)………∵……………

12:30-14:30

12:30-14:30

14:40-15:00

公開講演会 ……………………………………………………… 8号館 (礼拝堂)…………………… 15:00～ 17:00
「『維摩経』サンスクリット原典発見の意義」 大正大学学長 松濤誠達
「生命倫理と宗教」            大正大学教授 藤井正雄

理 事 会 2号館 8階会議室 17:30-19:30

一般部会 (1～ 10部会)………・…。…………・3号館 …………………………………… 9:00～12:00

特別部会Al「大学教育としての宗教学 第一部」
4号館 2階421号 ………………………

1号館 2階大会議室 …………………

3号館 …… …………… …… …… …

9:00-12:00

12:00-13:30

13:30-16:30

評議員会 ……………………………… Ⅲ……………………

一般部会 (1～ 10部会)………………………

特別部会B「墓と戒名一変わりゆく死生観」

………………………………………………… 1号館 2階大会議室 …………………

特別部会C「21世紀における諸宗教の共存とアイデンティティの問題」

………………………………………………… 4号館 2階421号 ………………………

会員総会 …………………………………………………・3号館 2階323号 ・…・…………。

懇 親 会 ………………………………………………… カフェテリア …∵・…………………

13:30-16:30

13:30-16:30

16:40-17:40

18:00-20:00

一般部会 (1～ 10部会)……………………‥……… 3号館 ………………………………。 9:00ん 12

1AHR2005年東京大会実行委員会 …………… 2号館 3階 。………………………… 12:00～ 13

『宗教研究』編集委員会 …………………………… 2号館 3階 ……………………………… 12:00～ 13

-般部会 (1～ 10部会)……………・…………… 3号館 ……………………………… 13:30～ 16

特別部会A2「大学教育としての宗教学 第二部」
………………………………………………… 1号館 2階大会議室 ………………… 13:30～16:30

……………………………………………………………………。…………………・各部会終了後部会ごとに

０

　

０

　

０

　

０

０

　

３

　

３

　

３

閉 会 式
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特別部会Al「大学教育としての宗教学 第一部」
(9月 14日  9100～ 12100 4号館2階421号 )

コーディネータ・司会 藤原聖子 (大正大学助教授)

発表者と発表題日 (仮題を含む)

1.北米における「宗教学」教育と大学院システムー情報アクセスの様式をめぐって

岡田 正彦 (天理大学宗教学科助教授)
2.イ ギリス・アメリカでの日本人研究者の就職の実態と可能性

松岡 秀明 (ロ ンドン大学東洋アフリカ研究院ポストドクトラル・フェロー)
3。 日常生活から「宗教」を発見する一インタラクティブな学びのデザインをめざして

樫尾 直樹 (慶應義塾大学文学部人文社会学科社会学専攻助教授)
4.現代社会を理解するために一一般教育から大学院までの宗教社会学

櫻井 義秀 (北海道大学大学院文学研究科社会システム科学講座助教授)
5。 「環境宗教学」―理系大学における新しい宗教学講義の試み

岡田真美子 (兵庫県立姫路工業大学環境人間学部教授)

特別部会A2「大学教育としての宗教学 第二部」
(9月 15日  13:30～16:30 1号館2階大会議室)

コーディネータ 藤原聖子 (大正大学助教授)
司  会    深澤英隆 (一橋大学教授)・ 藤原聖子
コメンテータ  井上順孝 (國學院大学教授)

発表者と発表題目 (仮題を含む)

1。 調査報告 :日 米教育制度における宗教学の現状

山梨有希子 (大正大学講師)

2。 米国高等教育における宗教学の現状と課題一近年の論争から

島田 勝巳 (天理大学宗教学科専任講師)
3.宗教学の社会的貢献の可能性を巡る模索―ドイツ統一後の社会情勢と大学に於ける宗教学の対応

久保田 浩 (テ ュービングン大学文化学部専任講師)
4。 日本における宗教学テキスト事情の批判的検討

笹尾 典代 (恵泉女学園大学人文学部助教授)
5。 宗教学は何のために

渡辺  学 (南山大学総合政策学部教授、南山宗教文化研究所第一種研究所員)
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特別部会 B「墓 と戒名一変わ りゆ く死生観」

(9月 14日  13:30～16:30 1号館2階大会議室)

コーディネータ 鷲見定信 (大正大学助教授)

司  会    鷲見定信・大塚秀見 (大正大学講師)
コメンテータ  中牧弘允 (国立民族学博物館教授)

発表者と発表題目 (仮題を含む)

1。 近代化と葬儀の移り変リー葬の個人化を中心に

村上 興匡 (東京大学助手)
2。 新宗教の霊魂観と法名

孝本  貢 (明治大学教授)

3。 1990年代の墓の変容とその行方

井上 治代 (日 本大学講師)
4.変容する葬送を巡る意識と儀礼一浄土宗僧侶と檀信徒の意識調査を中心に

武田 道生 (大正大学講師)

5。 寺院仏教と墓・戒名

小山 典勇 (大正大学助教授)

特別部会 C「21世紀における諸宗教の共存とアイデンテイテイの問題」

(9月 14日 13:30～16:30 4号館2階421号 )

コーディネータ・司会 星川啓慈 (大正大学教授)
コメンテータ     鎌田 繁 (東京大学教授)・ 間瀬啓允 (東北公益文科大学教授)

発表者と発表題日 (仮題を含む)

1。 グローバル化の進展と教理・教義・教学をめぐる諸問題

星川 啓慈 (大正大学教授)

2。 アジアの宗教的多元性とキリスト教思想の再構築

芦名 定道 (京都大学助教授)

3。 ひとつの神と3つの宗教―イスラームをめぐる宗教間対話

塩尻 和子 (筑波大学助教授)

4。 仏教において 《諸宗教の教学》は可能だろうか?

高田 信良 (龍谷大学教授)
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■部会(3号館2階323号 )
14日 (土)9100～ 12100
1.近年の世俗化論争とその焦点
2.マ ックス・ヴェーバーにおける「宗教」概念
3。 宗教ナショナリズムと原理主義
4.宗教と公共性
5。 日本のポストコロ手アル宗教研究について
6.植民地主義と宗教-19世紀後半のフランスから一
7.M.ウ ェーバーの文化発展観―徳川時代の天皇と将軍との関係一
8.比較宗教学とスピリチュアリズム
9。 政治的宗教とスピリチュアリズム

14日 (土)13:30～ 16:30
1.イ ンターレリジアス・エクスピァリアンスの仮説
2.W.ジェィムズにおける「宗教的経験」と「神秘的経験」
3。 宗教学的回心研究の試み
4.J.フ ァウラーの信仰発達理論 (FDT)再考
5。 純粋経験の存在論
6。 フロイトとユングにおける社会的なもの一禁欲から欲望のケアヘー
7.『 中央公論』にみるわが国近代以降の死の扱い
8。 人生過程観と宗教
9。 信仰の分類法について

諸岡 了介
荒川 敏彦
近藤 光博
寺戸 淳子
沈  善瑛
竹沢尚一郎

池田  昭
津城 寛文
井門富二夫

濱田  陽
堀  雅彦
徳田 幸雄
山中 修吾
沖永 宜司
堀江 宗正
鈴木 岩弓
宇都宮輝夫

加藤 智見

(東北大)

(埼玉大)

(日 本学術振興会)

(筑波大)

(国立民族学博物館)

(静岡県立大)

(筑波大)

(国際日本文化研究センター)

(南山宗教文化研究所)

(東北大)

(天理大)

(帝京大)

(聖心女子大)

(東北大)

(北大)

(東京工芸大)

15日 (日 )9100～ 11:20 テーマセッション
日本の宗教学者

1。 明治期啓蒙知識人とユニテリアニズム
2。 戦前日本のイスラーム研究とその系譜
3.昭和期の帰一協会と姉崎正治―昭和初期の例会状況一
4。 岸本英夫の禅宗観一その修行論を中心に一
5。 柳川宗教学の批判的継承

総合討論

司会 林
山口

大澤

高橋

金子

島田

淳 (愛知学院大)

亜紀 (名古屋大)

広嗣 (国際宗教研究所)

原 (国際宗教研究所)

奈央 (東大)

裕巳

15日 (日 )11:20～12100
6.心に自由はあるか?
7.如何なる宗教学が何の役に立てるか ?

15日 (日 ) 13:30-16:30
1.ペッタツォーニ宗教学の射程
2。 宗教研究を巡る「現象」という理念
3。 ポスト・エリアーデ時代の宗教現象学とエリアーデ
4.戦後アメリカにおける宗教史と宗教学の二側面
5。 イギリス宗教の分析視角をめぐって
6.文化学と宗教学一宗教を論ずる場の問題として一
7.「肉食妻帯論」再考
8.「憑依」再考
9.現代イスラム理解の一視点

関  一敏 (九大)
カール・ベッカー (京大)

江ノ|1 純一

飯田 篤司
東馬場郁生

奥山 倫明
山中  弘
掛川 富康
中村 生雄
池上 良正
中村廣治郎

(東大)

(工学院大)

(天理教校)

(南山大)

(筑波大)

(茨城キリスト教大)

(阪大)

(駒大)

(桜美林大)
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2部 会 (3号館2階 324号)
14日 (土)9:00～ 12100
1。 パウロにおける二重予定の問題一遺棄の問題を中心にして一

2。 パウロと親鸞における宣教意識一回心体験のもたらす地平―

3。 アンセルムスにおけるアモル、カリタス、ディレクティオ

4。 ルターにおける「二重の義」について

5。 ルターにおける愛の法の理解

6。 0。 クルマンにおける救済史的神学について

7.古代アレクサンドリアの文化多元主義的状況とオリゲネス神学
8.タ ウラーと東方教会の人間神化 (テオーシス)思想

14日 (・土)13:30～ 16:30
1.多元主義神学における神話と言語
2.ヤーコプ・ベーメにおける無底に関する一考察
3.イ ェこナ期フィヒテの宗教論について
4.ヤコービの理性批判の核心とは?― Fス ピノザ書簡Jを中心に一
5.真理の領域一ハイデッガーとゲーテの思索に於ける一
6.ヤスパースと 〈預言者的哲学〉
7.A.veフ ランケンベルクの神秘思想
8.キ ェルケゴールとハンス :ブ レクナー

野口  誠
高山 貞美
山崎 裕子
竹原 創一
早乙女趙子

名木田 薫
出村みや子

田島 照久

若林  裕
星川 隆吉
諸岡道比古

後藤 正英
田中 敏明
土佐  明
岡部 雄三
尾崎 和彦

(茨城キリスト教大)

(上智大)

(文教大)

(立教大)

(大阪体育大)

(倉敷芸術科学大)

(フ ェリス女学院大)

(早大)

(同志社大)

(龍大)

(弘前大)

(日 本学術振興会)

(龍大)

(京大)

(東大)

(明大)

15日 (日 )9100～11100 テーマセッション
キルケゴールーその多様な『読み」の可能性

1.キルケゴールの比喩の使用に関する一考察
2。 逆説、理性、伝達可能性について

3.S.キ ェルケゴニル心理学における方法の問題
4。 キルケゴール思想における死の位置づけ

総合討論

司会 長谷
須藤

藤枝

平林

長谷

修孝 (法大)

孝也 (一橋大)

真 (大谷大)

孝裕 (関西学院大)

修孝 (法大)

15日 (日 )11:00～ 12100
5.新プラトン主義におけるダイモンの悪霊化
6。 ヌメニオスにおける神

7.プラトンにおける恋愛論―その理念の展開の可能性一

15日 (日 )13130～ 16:30
1.死と情念を巡つて一ニュッサのグレゴリオスの FパイドンJ読解―

2。 「神への帰還」と祈リープラトン主義の伝統から一

3.宗教的世界観における歴史的意識について
4.田辺元「死の哲学」における死の理解について
5。 西谷啓治「空と即」における「一即零、零即多」について

6。 立場とはいかなる場所であるか―西谷宗教哲学を介して一

7。 歎異抄の宗教観と西田哲学の接点

8。 思量と非思量の思量の問題一哲学から宗教哲学ヘー

鈴木

土屋

和田

柳澤 田実
土井 裕人
加島 史健
浅見  洋
小野  真
西元 和夫
中山 一萱
花岡 永子

(東大)

(早大)

(早大)

(東大)

(筑波大)

(大阪明星学園高)

(石川県立看護大)

(大阪外国語大)

(龍大)

(京都産業大)

(奈良産業大)

順

廣

浩

睦

義
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3部会 (3号館2階 325号)
14日 (土)9100～ 12100
1。 『阿毘曇心論』業品における十業道について

2。 再考「仏不説法家」について

3.在家信者の不姪
4.大安般守意経における十六特勝について
5。 TSにおける一切智者の論証方法
6。 パーリ註釈文献におけるsadatthaの 語義解釈について

7.Tarkttv記五の著者問題について
8。 菩薩道としての医薬学―『入法界品Jを中心として一

14日 (土)13:30～ 16:30
1。 ヴィヴェーカーナンダのカルマ・ヨーガについて

2。 仏教とジャイナ教における頭陀

3。 自然哲学と宗教性は両立するか―インド実在論学派を中心に一

4. Ayttraiga―sutta Iと ]Dha―apada183
5.彰所知論における宇宙論
6。 『正法念処経』における風 (rlung)の 定義
7。 「無記化化禅」について

8。 「趙宋天台」の用法について

15日 (日 )9100～12100
1.唐道間『観無量寿経疏』に於ける人間観の一考察
2。 善導『観経疏』序題門について
3.『観無量寿経』における神足通
4。 中国仏教における末法思想の記述について
5。 『往生論註』における五念門について
6。 天台教学における釈尊観の一側面
7.天台智顎教学における毒発義をめぐる一考察
8。 弥陀弥勒両信仰について

15日 (日 ) 13:30-16:30
1.シュリーチャクラにおける女神の配置について
2。 CakrasattVaratantraの 構造

3.マ ンダラにおける数の美学的考察―Hevara_tantra第 1章―
4。 十地における所得の果について

5.房山雷音洞収蔵『賢劫千仏出賢劫経』について
6。 法顕・玄美等の記録に見られる大小乗の関係について
7。 曇無識は何故に四十巻涅槃経を捏造したのか―法性空と仏性空―

8。 F.Wang‐TOutain著『 5～13世紀の中国地蔵信仰』考

智谷 公和
大竹  晋
香川 真二
洪  鴻榮
曽雌美知恵

田村 典子
渡邊 親文
小林 園照

(相愛大)

(日 本学術振興会)

(龍大)

(立正大)

(東大)

(東大)

(龍大)

(花園大)

堀内みどり

茨田 通俊
三浦 宏文
渡辺 研二
阿部 真也
石川 美恵
長倉 信祐
林  鳴宇

上野 成観
柴田 泰山
龍日 明生
原田 哲了
松尾 得晃
田村 完爾
山内 寛久
金子 寛哉

井田 克征
杉木 恒彦
園井  力
李  貞淑
白山 和宏
竹内 正祥
武田 浩学
清水 邦彦

(天理大おやさと研究所)

(東方研究会)

(東洋大東洋学研究所)

(淑徳短大)

(大正大綜合佛教研究所)

(東洋大東洋学研究所)

(大正大綜合佛教研究所)

(駒大)

(龍大)

(大正大綜合佛教研究所)

(龍大)

(龍大)

(龍大)

(立正大)

(大正大)

(金沢大)

(武蔵野女子大)

(東洋大)

(立正大)

(立正大法華経文化研究所)

(立正大)

(国際仏教学大学院大)

(金沢大)
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4部 会 (3号館3階 331号)
14日 (土)9100～ 12100
1。 真宗学における解釈の問題

2。 真宗教団の基底

3。 真宗伝道と「知識」―『談義本』に見られる表現を通して一

4.親鸞の思想における三願一三願転入の文を中心として一
5.真宗念佛の儀ネL性
6。 浄土真宗における追善供養の問題―「歎異抄Jをてがかりとして一

7。 存覚の伝道

8.親鸞の方便理解

14日 (土)13:30～ 16:30
1。 源信における称名念仏について

2。 法然擬撰『登山状Jの 「八億四千念」について
3。 説話にみる聖と一切経

4.聖光房耕長における「専修」理解について
5。 「逆修説法」における浄土二部経の設定とその境界

6。 選択本願念仏と結帰―行三味

7。 円光大師二十五所廻

8.岡山・東寿院阿弥陀如来像の像内納入品資料

15日 (日 )9100～12100
1.親鸞における輪廻の意味
2.『末燈抄』第八通の一考察

3。 親鸞浄土教における過去と現在

4。 親鸞における雑行・雑修の異名について

5.信心の智慧―「信巻」所引の『論註』の文を中心として一

6.浄土教に見られる世俗性に対する批判原理―親鸞を学ぶ一視座―

7.真宗の実践における諸問題

15日 (日 )13:30～ 16:30
1。 即身成仏義言の思想と『即身義』

2.空海の「即身」の論理―密教の自己克服の必然性とその到達点―

3.椙生皇覚の四句成道論
4。 日蓮の浄土論

5。 日蓮の鎌倉進出の時期をめぐって

6。 日蓮の遺文執筆における『注法華経』の役割について

7。 日蓮の『立正安国論』撰述に関する一研究

8。 日蓮仏教における「観心」解釈の二側面

井上 善幸
安藤 章仁
伊藤 唯道
小川 直人
清水  大
曽我 宗慶
高山 秀嗣
山本 浩信

(浄土真宗教学研究所)

(龍大)

(龍大)

(大谷大)

(龍大)

(大谷大)

(龍大)

(浄土真宗教学研究所)

(大谷大)

(龍大)

(龍大)

(大谷大)

(大谷大)

(武蔵野女子大)

(龍大)

(大正大)

(国際仏教学大学院大)

(早大)

(日 本伝統文化研究所)

(身延山大)

(立正大日蓮教学研究所)

(立正大)

(立正大)

高田 文英
龍口 恭子
田中 夕子
那須 一雄
能島  覚
林田 康順
山本 博子
青木  淳

(龍大)

(龍大)

(佛教大総合研究所)

(龍大)

(大正大)

(佛教大)

(高知女子大)

武田未来雄

中臣  至
中原 正信
平原 晃宗
本明 義樹
本多 静芳
宇治 和貴

大沢 聖寛
津田 員一
花野 充道
河村 孝照
寺尾 英智
関戸 尭海
北川 前肇
渡邊 費陽
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5部会 (3号館3階 332号)
14日 (土)9100～ 12100
1。 近代日本の「神道」概念一制度と思想の接点一

2.国学研究と近代神道学
3。 神の助数詞「柱」の用法―記紀神話形成期の神観念と言語意識―

4.軍神の近世的位相―伊勢貞丈『軍神問答』を中心にして一
5.位牌・戒名・血脈をめぐる交換論的図式について
6.墓を通じてみたキリスト教受容の諸相
7.墓上施設の現在―隠岐島前の「スヤ」をめぐって一
8。 (無縁者の墓地)と いう舞台一近世日本の三都比較から一

14日 (土)13:30～16:30
1.祟 りと怨霊
2.御嶽教の教団再編過程について一渡辺照吉管長の動向を中心にT
3。 熊野信仰におけるヤタガラスの意味

4。 近世における七面山信仰の展開

5.角行系宗教と富士講
6。 修験者の定着時期に関する一考察

7.中世彦山四十九窟の一形態
8。 熊野那智「本願」寺院の役割―慶長年間の造営をめぐって一

15日 (日 )9:00～12100
1.中九州地方の民間宗教者に関する研究
2.沖縄本島北部における仏教の浸透とシャーマニズムヘの影響
3。 戦没者の記憶と民間巫者の儀礼一沖縄本島の事例から一

4。 韓国巫俗の地域差―守護霊としての祖先を中心にして一

5。 台湾都市部における民間信仰に関する一考察
6.中国白族のシャーマン
7。 ポサルの憑霊―脱魂的性格について一日韓の比較一

8。 オミナーレンーエヴェンキ族の降神儀礼について一

15日 (日 )13:30～16:30
1。 波多野精一『宗教哲学Jと丸山真男
2.佐藤賢順の比較宗教哲学について
3。 和辻における美と善一『倫理学』以後を中心に一

4。 鈴木大拙的思想の現代的展開
5.鈴木大拙の最後の仏教表現と古神道全否定論への疑義と点晴の試み

遠藤  潤
松本 久史
三橋  正
森  和也
須藤 寛人
待井扶美子

山崎  亮
土居  浩

(國學院大日本文化研究所)

(大正大)

(東方研究会)

(駒大)

(東北大)

(島根大)

(も のつくり大)

米井 輝圭
中山  郁
環  栄賢
望月 真澄
大谷 正幸
伊藤 辰典
山本 義孝
根井  浄

加藤 之晴
塩月 亮子
佐藤 壮広
川上 新二
岡部 雅明
菅原 壽清
佐藤 憲昭
佐々木宏幹

(文化庁)

(國學院大)

(身延山大)

(日 本学術振興会)

(静岡県浅羽町教育委員会)

(神戸常盤短大)

(駒大)

(日 本橋学館大)

(国際宗教研究所)

(駒大)

(駒大)

(曹洞宗総合研究センター)

(駒大)

(駒大)

村松  晋
久保 紀生 (大正大)
宮野 美子 (京大)
和田 真二
工藤  亨
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6部 会 (3号館3階 335号)
14日 (土)9:00～ 12100
1.「イエスの方舟」会員たちが信仰の証しとして語る千石剛賢像   新免  貢 (宮城学院女子大)
2。 アレフにおけるカリスマの継承について          尾堂 修司
3.『ナウシカ』再考―終末論の「東」と「西」一       十津 守宏 (鈴鹿国際大短大)
4。 文化の秘教的構造について                小池  靖 (日 本学術振興会)
5.情報社会と宗教理論                   黒崎 浩行 (國學院大)
6。 教典翻訳者の領域                    藤谷 政窮
7。 宗教研究における物語論の意義              宮本要太郎 (筑波大)

8。 オーディンとトールー北欧神話研究方法との関連で一    中里  巧 (東洋大)

14日 (土)13:30～ 16:30
1.現代における宗教テキストとその再演をめぐる諸相     市田 雅崇 (慶大)
2.学生レポートに見る「幸せ」の条件―伝統的宗教文化の可能性―   島田  潔 (國學院大)
3。 若者の宗教倫理のセラピー化について一学生アンケートの分析―   熊田 一雄 (愛知学院大)
4。 インドネシアの仏教復興を支えた象徴的比丘の死      木村 文輝 (愛知学院短大)
5。 南インドの一教区におけるキリスト教徒と生活世界の一断面   岡光 信子 (東北大)
6.ス リランカにおける食文化と戒律             神谷 信明 (岐阜市立女子短大)
7。 ゾロアスター教における聖典の変容            青木  健 (東大)
8。 ゾロアスター教徒パーシーの過去帳と祖先祭祀について   中別府温和 (宮崎公立大)

15日 (日 )13:30-16:30
1.中江藤樹の孝信仰と良知                 鈴木 保賞 (愛知県立明和高)
2.幕末佐賀藩精神史―義祭同盟を中心として一        西田みどり (大正大)
3.井上正鐵の救済観                    荻原  稔 (都立羽村養護学校)
4。 津田左右吉における『老子』思想の研究について      郭  永恩 (神戸市立外国語大)
5。 近代日本の日蓮主義と終末論               大谷 栄一 (東洋大)
6。 日蓮研究への宗教社会学的アプローチ           笠井 正弘 (西 日本短大)
7.『徒然草』における宗教と倫理              鈴木 元久 (東京家政学院短大)

15日 (日 )9100～12:00 テーマセッション
ジェンダーと宗教                    司会 渡辺 和子 (東洋英和女学院大)
1。 セクシュアル・マイノリティと宗教            日平 勝也 (東大)
2.立山信仰と女人禁制                   野村 文子 (川村学園女子大)
3。 女の靖国をめぐって                   川村 邦光 (阪大)
4.教団の呈示する「ジェンダー」と入信時の魅力       猪瀬 優理 (北大)
5。 エコ・フェミニズムとアジアのカ トリック教会       木村 晶子 (藤女子大)
総合討論
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γ 部会 (3号館3階 336号)

14日 (土)9:00～12100
1.H.パッチュの聖餐研究―シュヴァイツァーとの関連において一
2.両手使いの聖書の神―アインシュタインの両手使いの脳から考察―

3。 ガリレオの背景にある価値観

4.西洋科学と宗教の交渉
5。 明治期におけるある仏基論争―争点としての「宗教」をめぐって一

6。 日本人クリスチャンの宗教性深化 (発達)過程モデルの検証
7。 植村正久の霊性観一植村正久『霊性の危機』を中心に一

8.宮沢賢治とアンデルセンの宗教世界一近代科学と民間信仰の統合―

14日 (土)13:30～ 16:30
1。 権利と霊性―現代ハワイ先住民運動の中で語られる「土着」信仰―

2.信仰をもたない人への宗教的援助一スピリチュアルケアー
3.現代日本の宗教と個人の宗教意識・霊性
4.職場の不ピリチュアリティー運動―アメリカでの研究教育―
5。 澤柳政太郎における宗教と教育

6。 新渡戸稲造の修養論―女性の修養を中心として二

7.近代曹洞宗における教育と修行
8。 神という次元一物語完成法による宗教学教育の試み一

15日 (日 )13:30～ 16:30
1。 アニミズムと環境倫理

2.共生理論における本願―その効用に関する一考察―
3。 踊り念仏の現象学

4。 日想観における生命思想

5。 日本における水陸会のかたち

6.大念仏と挽道場
7.善費寺開基妙達と龍神信仰について
8。 奄美・沖縄民俗宗教における塊の概念

9。 東日本方面の天妃信仰

田辺 明子
木原 範恭
輌津 照信
前川 理子
星野 靖二
松島 公望
氏家 法雄
大澤千恵子

(プール学院大)

(近大)

(東大)

(東大)

(東京学芸大)

(立教大)

(東大)

(東大)

(真宗大谷派教学研究所)

(嘉悦大)

(常磐大)

(大正大)

(お茶の水女子大)

(駒大)

(鳥取大)

竹村 初美
林  弘幹
半田 栄一
村山 元理
高橋由記子

森上 優子
熊本 英人
安藤 泰奎

若林 明彦
粂原 恒久
宮嶋 俊一
神居 文彰
阿り|1 正貫

神崎 寿弘
渡部 正英
加藤 正春
窪  徳忠

(法政大)

(大正大)

(神奈川大)

(佛教大)

(淑徳短大)

(佛教大)

(駒大)

(ノ
ートルダム清心女子大)

(大正大綜合佛教研究所)

15日 (日 )9:00～ 12:00 テーマセッション
『いのち」と宗教                    司会 葛西 賢太 (宗教情報センター)
1。 「いのち」はいかに表象されてきたか―現代の事例と概念―   葛西 賢太 (宗教情報センター)
2.生命の発生に関わる技術と宗教―仏の命と人間の命をめぐって一   中野 東禅 (曹洞宗総合研究センター)
3.韓国仏教の胎中生命保護運動―中絶防止教育と仏典理解一   渕上 恭子
4.自 死―その論点をめぐって一               金  永晃 (大正大綜合佛教研究所)
5。 宗教学からの生命倫理への問い              島菌  進 (東大)
総合討論
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8部会 (3号館1階 313号)
14日 (土)9:00～ 12100
1.抗 日運動と日本宗教一抗日運動批判の宗教的論理一
2.植民地朝鮮における「宗教観」
3。 朝鮮時代の崇儒斥仏政策と仏教界の動向

4.韓国園仏教にみられる宥和思想
5.王義之の権威化による影響
6。 『大覚国師文集』から見た義天の思想背景について

7。 後漢期葬送儀礼における祭神一香港中文大学蔵「序寧」簡―

8.古代中国祭祀の基本理念と五行思想について

14日 (土)13130～ 16:30
1。 大連の宗教状況

2. 中国の民間信仰と外来宗教一文芸に見る外来宗教の受容を中心に一

3。 中国のチベット研究における「活仏」について

4.アティーシャのもう一つの『中観説示』について
5。 チベットに伝わつた善事太子の説話

6。 マントラ・ヨーガのイスラーム的変容

7.イ ニシエーションとしての「弁慶」
8。 モノにクルフー能における「執着」の構図一

15日 (日 )・ 11120～ 12100

5.慰霊 0記念 0モニュメント
6。 小泉首相の靖国神社参拝について

15日 (日 )13:30～ 16:30
1。 「一角獣と男」または「日月の鼠」の説話の図像化について

2.近代芸術における「宗教性」一宗教芸術の理念について一
3。 古バビロニア期の「嘆きの祈り」における苦しみの理解

4.オ リエント文学における冥界一入口論をめぐって一
5。 初期柳宗悦における宗教と美術

6.柳宗悦の浄土教観
7.浄瑠璃『壺坂霊験記』における生まれ変わり
8。 『とはずがたりJにおける夢の諸相

辻村志のぶ

川瀬 貴也
元  永常
福士 慈稔
高井 恭子
鄭  世成
池澤  優
栗原 圭介

(東大)

(京都府立大)

(佛教大)

(立正大)

(愛知県立芸術大)

(立正大)

(東大)

(大東文化大)

芦名 裕子
常塚  聴
廣池 真一
望月 海慧
梶濱 亮俊
榊  和良
岡村真由美

永原 順子

(聖学院大)

(東大)

(東大)

(身延山大)

(摂南大)

(北海道武蔵女子短大)

(日 本女子大)

(京大)

15日 (日 )9100-11120 ?-Y'E''y>a>
ライフヒス トリーと宗教研究              司会 川又 俊貝J(浦和学院高)
1.語 りとライフヒストリーー台湾生長の家の事例から一    寺田 喜朗 (東洋大)
2。 地理学とライフヒストリーー末日聖徒イエスキリスト教会の事例―   竹村 一男
3.入信研究とライフヒストリニー世界救世教の信者を事例として一   武井 順介 (立正大)
4。 (牧師夫人)のライフヒストリーにみる宗教とジェンダーの問題   川又 俊則 (浦和学院高)
総合討論

西村  明 (日 本学術振興会)
菱木 政晴 (西山短大)

細田あや子

石り|1 明人

高井 啓介
桑原 俊一
李  勝鉱
本多  亮
細田 明宏
河東  仁

(新潟大)

(北大)

(日 本学術振興会)

(北海学園大)

(東大)

(大正大綜合佛教研究所)

(日 本学術振興会)

(立教大)
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9部 会 (3号館1階 312号)
14日 (土 )° 9100～ 12100
1.受難物語伝承と紀元40年代エルサレム共同体
2。 カ トリックとユダヤ教の対話の一断面

3.ユダヤ人難民問題
4。 殉教と生命の尊重―ラビ・ユダヤ教の視点―

5。 ユリアヌスから見た後期ローマ帝国の「帝権論」と国家祭儀

6。 東方正教奉神礼における奉献礼儀の意味について

7.事実性としての思惟一アウグスティヌスの場合T
8。 非キリスト教徒からみたトレルチ『キリスト教の絶対性と宗教史J

9。 シュトラウス『ドイツ民族のためのイエス伝Jにおける神話概念

14日 (土)13:30～ 16:30
1。 哲学はキリスト教的根源悪を許容できるか―悪の起源とその定義―

2.聖ベネディクトと21世紀の霊的マネジメント
3.セバスティアン・フランクの霊性主義における歴史批判の意義
4.ル・フォールにおける「祈り」
5.教典と祈り
6.ル ドルフ・オットーと入拐伽経
7.オットーの「神秘主義」論
8.R.オットーとイスラーム

15日 (日 )13:30～ 16:30
1.江戸時代の天台維摩経疏研究の動向について
2.浄厳の戒律観についての一考察
3。 普寂の修道論

4。 明恵上人の光明についての一考察

5。 石になった女一明恵と善妙説話一

6。 螢山禅師と「行持道環」の位置関係について

7。 「一切衆生悉有仏性」の「有」の意味―特に道元と親鸞において一

8.『正法眼蔵山水経』の現代的意義

土居 由美
木鎌耕一郎

横手 征彦
市川  裕
中西 恭子
中西 裕一
松田健二郎

高野 晃兆
石川 智子

(東大)

(八戸大)

(金城学院大)

(東大)

(東大)

(日 大)

(天理大)

(大阪府立工業高専)

(苫小牧工業高専)

福光 瑞江
坂本  進
安酸 敏員
八木  博
土屋  博
木村 俊彦
澤井 義次
前田  毅

(国際霊性研究所)

(聖学院大)

(山梨大)

(北海学園大)

(四天王寺国際仏教大)

(天理大)

(鹿児島大)

15日 (日 )9100～ 12100 テーマセッション
宗教の社会参加                    司会 稲場 圭信 (フランス国立社会鮮高割鶴)
1。 利他主義及びケア精神の発達と宗教            稲場 圭信 (フラン相立齢科学高割究院)
2。 日本における「社会参加仏教」―法音寺と立正佼成会の事例から―   ランジャナ・ムコパディヤーヤ (東大)
3。 戦後における神社界の社会奉仕活動一ハンセン病施設の神社再興―    藤本 頼生 (皇學館大神道研究所)
4。 神事芸能と知的障害者援護施設              板井 正斉 (皇學館大)
5.地域開発をめぐる宗教秩序の形成―タイ東北地方の開発僧研究―   泉  経武 (東京外国語大)
総合討論

山口 弘江
原  隆政
西村  玲
李  妍淑
前川 健一
宮地 清彦
日野 慶之
土田 友章

(国際仏教学大学院大)

(大正大綜合佛教研究所)

(東北大)

(国際仏教学大学院大)

(大東文化大)

(曹洞宗総合研究センター)

(龍大)

(南山大)
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■0)部会(3号館2階 314号)
14日 (土)9100～ 12100
1。 二種深信的自我同一性についての試考

2。 古代伽藍造営の基本思想

3.

4。

5.

6。

7。

阿弥陀仏の原型T語源および文脈よりの一考察一

法華経提婆達多品を中心とした成立史について

経済的正義と宗教学一センの議論をめぐって一

創造性の起源―D.W.ウ ィニコットの遊びの理論と神秘主義―

夢占による「標」

14日 (土)13:30～ 16:30
宗教と苦について

アフェクトについて

宗教の起源としてのフェティシズム

正義を懐胎する原儀礼的感性一他者をめぐって一

陰陽道の調伏について

将軍宣下と陰陽道―池田昭氏のマナ説をめぐって一

15日 (日 )9:00～ 12:00
1.経験を変容する一J.Deweyの文化的道具主義一
2。 ティリッヒと神義論の問題

3。 遍路者接待における宗教性の位相―フォークタ
‐ムの比較よリー

4。 '巡礼の諸相

5.Visual Piety(視覚的信仰表明行為)の概念について
6。 禅の象徴記号について

7.宗教史の縁起法について一諸宗教の神学に相対する視座の構築―

8.『論理哲学論考』における「沈黙」を巡つて

9.神学 (真宗学)と宗教哲学

15日 (日 )13:30～ 16:30
1。 文化変動論としての宗教儀礼研究

2。 C.ベルの儀礼論一儀礼から儀礼化ヘー

3.草津温泉感謝祭に関する人類学的一考察
4.キ リシタン世紀における一神論的思惟
5。 カクレキリシタンと伝説

6.越年儀礼における神仏習合の一形態一信州善光寺の場合一
7.宝は田から一飯豊山信仰と「お福田」―
8。 聖日の祝祭を裏通りの酒場から-17世紀ロンドンとランターズー

9.ネパールにおける王宮事件と神話の作用

長岡 岳澄
李  興範
陳  敏齢
筒井 奈々
川上 恒雄
田口 博子
海山 宏之

(龍大)

(立正大)

(輔仁大)

(立正大)

(ラ ンカスター大)

(江戸川大)

(茨城県立医療大)

(龍大)

(京大)

(国士舘大学)

(和歌山信愛女子短大)

(東方研究会)

(愛知学院大)

(共栄大)

(天理大)

(曹洞宗総合研究センター)

(京都光華女子大)

(長崎純心大)

(大正大綜合佛教研究所)

(神奈川大)

(文化伝承研究センター)

(宮城学院女子大)

1。

2。

3.

4.

5。

6.

桑原 浄信
伊原木大祐

村上 辰雄
寺尾 寿芳
鈴木 一馨
林   淳

長谷 瑞光
近藤  剛
浅川 泰宏
藤原久仁子

荒井 芳廣
何  燕生
田中かの子

神尾 和寿
松塚 豊茂

(京大)

(慶大)

(お茶の水女子大)

(大妻女子大)

(郡山女子大)

(駒大)

(流通科学大)

(島根大)

山峙 美恵
森下 三郎
横井 教章
狭間 芳樹
宮崎賢太郎

小林 順彦
佐野 賢治
木田 理文
高橋  渉
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西巣鴨

、至ス
「
?

至王子 (都電)

鈍 線

至早稲田(都電)

ν
脚
Ｊ
ｂ
樹
Ｗ

ア ク セ ス・ マ ッ プ

カフェテリア(懇親会)

9号館
学生クラフ棟

6号館(学生ホール)

4号館2階421号室
(特別部会A10C)

2号館3階231～234(委員会)
8階会議室(理事会)

〈」 R〉
●山手線池袋駅下車。池袋駅東口から都営
バス (浅草寿町行か西新井駅行)で堀割
あるいは西巣鴨 (大正大学前)下車。徒
歩2分

●埼京線板橋駅下車。徒歩10分

●山手線巣鴨駅下車。都営地下鉄三田線に

乗り換え、西巣鴨駅下車。徒歩2分

く地下鉄〉

●都営地下鉄三田線 (三田一西高島平)

西巣鴨駅下車。徒歩2分

〈都 電〉
●都電荒川線 (早稲田一三ノ輪橋)庚申塚
駅下車。徒歩7分

7号館(武道場)

11弧
=櫛

5号館(研究棟)

13号館(図書館)

3号館(一般音口会など)

1号館2階大会議室
(特別部会A2・ B、 評議員会)

大 正 大 学 巣 鴨 校 書

8号館=礼拝堂
(開会式・公開請演会)
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3号館 (受付 0-般部会・大会本部・学会本部・会員総会・クローク・休憩室)

8部会

313号室

会員総会

9部会

312号室

10部会

314号室

クローク
311号室 畢備型1 教員控室

男子
トイレ

休憩室
(書籍販売)

322号室

バルコニー

雫7レト ‖ 託
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レジュメを提出される方ヘ

レジュメは、表紙 (本プログラム18頁)0本文の順にホチキスでとめ、フロッピーディ
スク (FD)をご提出の方はFDを添えて、会場係にお渡し下さい。

締切   大会最終日 (9月 15日 )16時 30分
以後の提出、訂正は一切受け付けません。

枚数   400字詰縦書き原稿用紙4枚以内
パソコン、ワープロ原稿を1行40字で作成の場合は、40行以内

枚数を超過した場合は掲載できないこともございます。ご注意下さい。

本文

・縦書き (印字も縦書き。邦文の数字は漢数字をお使い下さい)。

・なるべく、パソコン、ワープロでプリントアウトした原稿をご提出下さい。

0欧文を手書きされる場合は活字体で書き、イタリックは下線で指示して下さい。

・図表等は掲載できませんので、添付しないで下さい。

・校正は事務局で行います。

【レジュメをパソコン、ワープロでご作成の方へお願い】

・レジュメと一緒にFDをご提出下さい。FDは返却しませんが、ご了承下さい。
FDの ラベルに、「氏名/パ ソコンはOS名・ソフト名 (例 :Windows・ ワー ド)/
ワープロ専用機は機種名」をご明記下さい。

。MS―DOSに変換済みのFDに、テキスト形式で保存していただければ幸いです。
。レジュメとFDの内容が異なっていた場合は、レジュメ通りに印刷します。

【欧文タイトルについて】

・英語一―邦文題日と照らして、ネイティヴスピーカーが手を加えることがあります。

・英語以外の言語――発表者が提出したタイ トル通りに掲載します。
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締 躙皿 (縦llI和
°
耐胸 KIEeHIIO‖、【

0耐
躙OttO調葉£S壼気一ヽ 一〇〇―)

漱lR4撫響 (軽抑和)

欧文タイ トル (活字体。イタリックは下線で指示して下さい)

発表者名のローマ字表記 (姓 0名 の順。 例 :鈴木一郎 → SUZUKI ttchirδ )

レ ジ ユ メ 表 紙
(4師 全てにご記入のうえ、切 り離してお使い下さいD

キ

リ

ト

リ
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